
博多俊輔 （ハカタ シュンスケ）

ピアニスト

シャンソン歌手の母を持ち、幼少期から音楽に溢れた環境のもとで育つ。

18歳の頃に初めて聴いたキース・ジャレットの演奏に衝撃を受け、ピアニストとしての道を志す。

現在、鹿児島を拠点に演奏活動し、Jazz.Gospel.R&B.etc..様々なグループのサポートメンバー

として県内外で演奏活動を展開している。

2014年、同じく鹿児島を拠点に全国的に活躍しているジャズピアニスト松本圭使氏との出会いを

きっかけに、自身のソロピアノの活動にも意欲的に取り組む。

2019年、ビクターエンタテインメント洋楽部メジャーアーティスト「隼人加織」氏とのDuo CDをリリース。


